
【
江
戸
時
代
の
燃
料
事
情
】

　

古
門
の
伊
藤
家
に
伝
わ
る
天
保
２
年
（
１
８
３
１
年
）
か

ら
安
政
４
年
（
１
８
５
７
年
）
ま
で
の
25
年
間
に
わ
た
り
記

録
さ
れ
た
『
家か

じ

ざ

っ

き

事
雑
記
』
に
は
薪
、
石
炭
、
炭
の
入
手
や
利

用
の
状
況
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　

薪
は
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
の
採
集
は
少
な
い
も
の

の
、
毎
月
行
わ
れ
、
特
に
12
月
か
ら
１
月
の
採
集
回
数
は
多

い
と
い
え
ま
す
。

　

石
炭
は
天
保
９
年
（
１
８
８
３
年
）
２
月
６
日
に
風
呂
た

き
用
に
「
石
か
ら
」
を
購
入
し
、
60
文
を
支
払
っ
て
い
る
記

録
が
最
初
で
す
。
そ
の
後
は
、
年
に
１
回
程
度
の
利
用
で
し

た
。
弘
化
３
年
（
１
８
４
６
年
）
よ
り
年
に
数
回
の
購
入
記

録
が
あ
り
ま
す
。
弘
化
４
年
（
１
８
４
７
年
）
以
降
は
12

月
末
か
ら
１
月
初
め
に
集
中
し
て
購
入
し
て
い
ま
す
。
安
政

３
年
（
１
８
５
６

年
）
１
月
７
日
の

購
入
記
録
が
最
後

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
燃

料
事
情
は
、
一
般

庶
民
の
間
で
は
薪

が
主
流
を
占
め
、

石
炭
の
利
用
は
少

な
く
、
あ
く
ま
で

も
石
炭
は
ご
く
限

ら
れ
た
場
合
に
の

み
使
わ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

５−2010.11 2010.11−４

特 集 歴
史
民
俗
資
料
館

鞍
手
石
炭
も
の
が
た
り

【
概
要
】

　

日
本
唯
一
の
地
下
資
源
で
あ
っ
た
石
炭
は
、
明
治
時
代
よ

り
近
代
化
を
進
め
る
産
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
わ
が

国
の
産
業
全
体
を
発
展
さ
せ
、
国
民
の
生
活
を
支
え
た
と
い

え
ま
す
。
今
回
の
企
画
展
は
石
炭
の
発
見
か
ら
江
戸
時
代
の

石
炭
事
情
、
明
治
時
代
以
降
の
石
炭
産
業
の
発
展
を
テ
ー
マ

に
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
鞍
手
町
の
石
炭
産
業
】

　

西
川
流
域
の
石
炭
採
掘
に
つ
い
て
は
、
文
政
４
年

（
１
８
２
１
年
）
の
触ふ

れ
じ
ょ
う状
の
写
し
に
木
月
村
貝か

い
が
ら
や
ま

殻
山
と
、
新

延
村
一
ノ
谷
に
焚た

き

石い
し
や
ま山
鉱
山
が
あ
り
、
古
門
村
道
中
に
石
場

（
集
炭
場
）
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

天
保
９
年
（
１
８
３
８
年
）
黒
田
藩
は
、
芦
屋
に
石
炭
を

統
制
す
る
役
所
と
し
て
焚た

き
い
し
か
い
し
ょ

石
会
所
を
設
け
、
遠
賀
川
流
域
の

四
郡
（
嘉
麻
・
穂
波
・
遠
賀
・
鞍
手
）
の
石
炭
の
管
理
を
し

て
い
ま
し
た
。

【
石
炭
発
見
】

　

福
岡
県
で
最
古
の
石
炭
は
、
文

明
元
年
（
１
４
６
９
年
）、
三
池
郡

稲と
う
か荷
村
の
農
民
伝
治
左
衛
門
が
稲
荷

山
で
た
き
火
中
に
、
黒
石
に
燃
え

移
っ
た
こ
と
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
ま
す
。

　

筑
豊
で
は
、文
明
10
年（
１
４
７
８

年
）
遠
賀
郡
香
月
村
の
山
中
で
農
夫

が
た
き
火
中
に
燃も

え

石い
し

を
発
見
し
た
の

が
始
め
と
い
わ
れ
ま
す
。

【
手
掘
り
の
採
炭
】

　

小
規
模
炭
坑
で
は
、
天
井
の
崩
落
を
防
ぐ
た
め
に
人
が

や
っ
と
入
れ
る
大
き
さ
の
穴
を
掘
り
、
石
炭
を
掘
り
出
し
て

い
ま
し
た
。
一
般
的
に
は
２
人
１
組
と
な
り
、ツ
ル
ハ
シ
（
石

炭
を
掘
る
道
具
）
で
掘
っ
た
石
炭
を
ソ
リ
状
の
木
箱
や
背
負

い
カ
ゴ
で
運
び
出
し
て
い
ま
し
た
。

【
西
川
の
石
炭
輸
送
】

　

明
治
時
代
に
入
る
と
西
川
流
域
に
は
多
く
の
小
炭
坑
が
生

ま
れ
、
掘
り
出
さ
れ
た
石
炭
は
船
積
場
（
川か

わ
か
ん
ば

勘
場
）
ま
で

人じ
ん
り
ょ
く力
や
、
馬
車
で
運
び
、
川
ひ
ら
た
に
積
み
替
え
て
芦
屋
・

若
松
等
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。
西
川
に
は
上
流
か
ら
八
尋
の
川

端
と
小
木
橋
、

木
月
の
浮
殿
と

大
橋
、
遠
賀
町

の
木
守
と
今
古

賀
に
６
個
所
の

川
勘
場
が
あ
り

ま
し
た
。

川
か
ら
陸
へ

　

石
炭
産
出
量

の
増
加
で
明
治

41
年（
１
９
０
８

年
）
室
木
線
が

開
通
し
、
石
炭

の
輸
送
手
段
は

川
舟
か
ら
汽
車

へ
と
変
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
正

年
間
に
で
き
た

三
菱
新
入
炭
坑

６
坑
・
７
坑
よ

り
掘
り
出
さ
れ

た
石
炭
は
筑
豊

線
小
牧
信
号
場

（
現
在
の
鞍
手

駅
）
よ
り
分
岐

し
た
、
専
用
線

に
よ
っ
て
運
搬

さ
れ
ま
し
た
。

【
江
戸
時
代
の
石
炭
の
記
録
】

　

江
戸
時
代
の
１
６
０
０
年
代
後
半
に
は
、
黒
田
藩
の
儒
学

者
で
あ
る
貝
原
益え

っ
け
ん軒
が
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
遠
賀
、鞍
手
、

嘉
麻
、
宗
像
、
粕
屋
一
帯
で
村
人
が
燃
石
を
薪ま

き

の
代
り
に
使
っ

て
い
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
同
じ
頃
オ
ラ
ン
ダ
商
館

の
医
者
Ｅ
・
ケ
ン
ペ
ー
ル
は
、
木
屋
瀬
か
ら
黒
崎
の
間
に
、

数
箇
所
の
石
炭
坑
を
見
て
、『
わ
れ
ら
に
甚
だ
稀
珍
数
奇
な
る

【
企
業
の
石
炭
採
掘
】

　

明
治
20
年
代
、
筑
豊
地
域
に
は
石
炭
採
掘
を
目
的
に
三
菱

鉱
業
、
三
井
鉱
山
な
ど
の
企
業

が
進
出
し
、
大
規
模
な
開
発
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
政
府

が
目
指
し
た
「
殖
産
興
業
」
政

策
の
一
つ
と
し
て
、
近
代
工
業

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
確
保
す
る

こ
と
は
国
家
の
威
信
を
か
け
た

重
要
事
項
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

三
菱
鉱
業
は
大
正
時
代
に
は

野
山
で
あ
っ
た
中
山
に
、
新
入

第
６
坑
、
第
７
坑
を
開
さ
く
し
、

石
炭
産
業
の
拠
点
を
開
発
し
ま

し
た
。
80
年
以
上
経
っ
た
今
は
、
石
炭
を
運
ん
だ
エ
ン
ド
レ

ス
（
動
力
の
捲
機
で
炭
車
や
人
車
を
運
搬
す
る
方
法
）
や
引

込
み
線
は
幹
線
道
路
に
、
炭
坑
住
宅
は
形
を
変
え
、
主
要
な

居
住
地
域
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
そ

の
時
代
の
雄
姿
を
物
語
る
面
影
は
な
か
な
か
見
出
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
地
で
育
ま
れ
た
最
先
端
の
技
術
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
は
継
承
さ
れ
た
産
業
の
礎

い
し
づ
えと
な
っ
て
息
づ
い
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

町
の
石
炭
産
出
量
は
、
昭

和
32
年
（
１
９
５
７
年
）
頃

で
年
問
約
50
万
ト
ン
以
上
の

生
産
で
、
筑
豊
炭
田
の
約

７
％
か
ら
８
％
（
福
岡
県
で

は
約
３
％
）
を
占
め
て
い
ま

し
た
。
石
炭
鉱
業
合
理
化
事

業
団
の
資
料
に
よ
る
と
、
町

の
年
問
石
炭
生
産
量
は
、
約

52
万
３
千
ト
ン
を
出
炭
し
て

い
た
こ
と
が
、
う
か
が
い
し

れ
ま
す
。

企
画
展

も
の
、
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
示
さ
れ
た
り
』
と
、
記

録
し
て
い
ま
す
。
上
の
絵
は
平
成
２
年
に
石
炭
資
料
展
示
場

が
完
成
し
た
と
き
に
作
成
し
た
江
戸
時
代
の
西
川
付
近
の
石

炭
積
み
出
し
の
様
子
で
す
。
鞍
手
の
人
々
も
石
炭
を
利
用
し

て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特集 歴史民俗資料館企画展

△芦屋焚石会所（芦屋町教育委員会提供）

△三池石炭発見伝説図△石炭運び出しの様子（田川市石炭・歴史博物館提供）

△明治 42年西川大橋完成記念式と川ひらた

△三菱新入６坑の捲上機

△三菱新入６坑選炭場

△江戸時代の西川付近の石炭積み出しの様子

＊＊鞍手の石炭、炭坑の歴史で
　　　　その時代を懐古してみませんか＊＊
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